
 　 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　　　　　　　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  

　 

　

　

　　　　

　
　

　　　　　　　　　　　

　

　　

　　

　

　

　

  　  　
　

  　

　  　 　 　 　 　 　 　

  　

　　　　

 　 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　　　　　　　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  

　 

　

　

　　　　

　
　

　　　　　　　　　　　

　

　　

　　

　

　

　

  　  　
　

  　

　  　 　 　 　 　 　 　

  　

　　　　

 　 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　　　　　　　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  

　 

　

　

　　　　

　
　

　　　　　　　　　　　

　

　　

　　

　

　

　

  　  　
　

  　

　  　 　 　 　 　 　 　

  　

　　　　

 　 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　　　　　　　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  

　 

　

　

　　　　

　
　

　　　　　　　　　　　

　

　　

　　

　

　

　

  　  　
　

  　

　  　 　 　 　 　 　 　

  　

　　　　

 　 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　　　　　　　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  

　 

　

　

　　　　

　
　

　　　　　　　　　　　

　

　　

　　

　

　

　

  　  　
　

  　

　  　 　 　 　 　 　 　

  　

　　　　

  
 

     

  

　
　　　　　 　 　
　
　　　　　

　

 

東京八王子西
ロータリークラブ 2019

●会長標語 会長 石 森 浩 元

次回のプログラム
●第2581回（12/2
●会場 京王プラザホテル

今週のプログラム
●第2580回（12/13）
●会場 京王プラザホテル八王子

＊卓 話：片桐未来経営研究所
代表 片桐 貴行様

テーマ：「銀行交渉を有利にすすめるための
必須知識～銀行格付け～」

＊会員増強賞：感謝状贈呈

茨城県で本場のあんこう鍋を堪
日帰り旅行

20
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ロータリーは世界をつなぐ

9-2020 No.9 令和元年12月13日
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ム
20）
ル八王子

＊年忘れ家族例会

堪能しましょう！
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荷
神

社
楽
し
み
で
す
。サ
ッ
ポ
ロ
黒

ラ
ベ
ル
お
願
い
し
ま
す
。

◇
松
島
、瀬
沼
、草
間
、市
川
、浅

川
、池
田
、明
利
、平
沼
、三
村
、

森
崎
・
親
睦
の
皆
様
お
世
話
に

る
鍋
で
と
て
も
美
味
し
い
で
す

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と

い
ま
す
。

王
子
に
は
笠
間
稲
荷
が
二
つ
あ

ま
し
て
、小
澤
元
巳
さ
ん
か
ら

え
て
も
ら
っ
た
話
な
の
で
す
が
、

剛
院
の
横
に
は
笠
間
稲
荷
か

分
け
て
も
ら
っ
た
お
社
が
あ
り
、

れ
を
移
動
し
た
ら
、金
剛
院
の

ば
あ
さ
ん
が
狐
が
飛
ぶ
の
を
見

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。そ
れ

大
変
と
い
う
こ
と
に
な
り
お
社

元
に
戻
し
た
ら
狐
は
出
な
く

た
と
い
う
こ
と
で
す
。昔
は
八

子
で
も
講
を
作
っ
て
こ
ち
ら
の

間
稲
荷
へ
お
参
り
に
来
て
い
た

う
で
す
。

日
は
小
杉
さ
ん
の
お
誕
生
日
で

十
二
月
三

 　 　　　　

  
　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

 　 　　　　

  
　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

な
り
ま
す
。

◇
相
川
、黒
須
隆
一
、塚
本
、峰
尾
・

一
日
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

◇
小
杉
、岸
田
、田
村
、井
上
、塩
野
、

立
花
・
楽
し
い
旅
行
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
加
藤
直
也
・
親
睦
・
家
族
委
員

会
の
皆
様
、日
帰
旅
行
の
企
画

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
笠
井
、小
松
、渕
上
・
今
日
は
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◇
礒
間
・
あ
ん
こ
う
鍋
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

◇
仙
田
・
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 　 　　　　

  
　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

 　 　　　　

  
　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

 　 　　　　

  
　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

（
順

結
婚
記

伊
藤

池
田
あ

笠
井

立
花

山
本

船
江

船
江

八
木

的
田

小
林

 　 　　　　

  
　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

会
員
誕

会
員
令

大
田

森田
辺
隆

樫
﨑

渕
上

笠
井

髙
橋

平
沼

城
所

山
田

榊
田
和

伊
藤
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順
不
同

会
員
敬
称
略
）

誕
生
祝

令
夫
人
誕
生
祝

記
念
祝

吉
彦

84
回

明

82
回

隆
一
郎

79
回

博

75
回

安

65
回

豊

56
回

光
康

51
回

北
斗

50
回

敬
子
様

美
代
様

和
加
子
様

彩
子
様

あ
ゆ
み
様

和
美
様

章
子
様

淳
子
様

綾
子
様

栄
次

29
回

知
祥

25
回

健
司

19
回

秀
司

５
回



 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

峰
尾
会
長
年
度
の
昨
年
９
月
入

会
以
来
、東
京
八
王
子
西
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
ご
指
導

を
い
た
だ
い
て
お
り
、心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、東
京
都
葛
飾
区
で
祖
父

が
家
業
と
し
て
割
烹
料
理
等
の
飲

食
店
を
、祖
母
が
趣
味
と
し
て
小

さ
な
呉
服
商
を
営
み
、父
は
町
工

場
勤
務
、母
は
店
の
女
将
と
い
う

家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。祖
母
は
初

孫
の
私
を
自
分
の
夢
で
あ
っ
た
日

本
舞
踊
家
に
す
る
た
め
に
３
歳
か

ら
稽
古
に
通
わ
せ
、更
に
茶
道
、華

道
、書
道
、邦
楽(

三
味
線
音
楽)

と

増
え
、芸
事
の
稽
古
浸
け
と
い
う

特
異
な
幼
少
期
を
過
ご
し
ま
し

た
。私
が
小
学
生
の
頃
祖
父
母
が

親
類
を
頼
っ
て
転
居
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。失
意
の
う
ち
に
他

界
し
た
祖
父
が
生
前
、お
前
に
店

を
継
が
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
無
念

だ
と
私
に
言
っ
た
こ
と
、そ
し
て

家
族
の
み
な
ら
ず
周
囲
も
含
め
、

人
は
豹
変
す
る
、心
も
離
れ
て
行

く
と
い
う
場
面
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、子
供
な
が
ら
に
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。

母
が
一
人
で
生
計
を
支
え
て
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
、国
語
・
国
文

学
に
強
い
興
味
を
持
っ
て
い
た
私

は
、無
理
を
言
っ
て
二
松
学
舎
大

学
附
属
高
等
学
校
に
進
学
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。当
時
国
語
の
授

業
で
は
論
語
と
徒
然
草
が
必
修

で
、特
に
論
語
は
そ
の
後
の
人
格

形
成
の
格
に
な
っ
て
い
ま
す
。二

松
学
舎
は
明
治
10
年
に
先
師
三
島

中
洲
に
よ
っ
て
漢
学
塾
と
し
て
創

立
さ
れ
、夏
目
漱
石
を
は
じ
め
と

論
語
を
人
生
の
指
針
と
し
て
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病
気
の

な
り
、

営
を
全

た
時
か

辿
り
ま

だ
け
が

音
信
不

親
類
を

船江栄次 会員

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

チチチ
ー
チチ
ーー
チチ

の
た
め
に
引
退
す
る
こ
と
に

呉
服
商
は
た
た
み
、店
の
経

全
く
経
験
の
な
い
父
に
譲
っ

か
ら
家
業
は
凋
落
の
一
途
を

ま
し
た
。結
果
と
し
て
住
居

が
残
り
、父
は
勘
当
さ
れ
て

不
通
、母
と
私
と
弟
は
母
の

を
頼
っ
て
転
居
す
る
こ
と
に

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

た

（
昭
和
3
）年
に

第
５
代
舎
長
に
就
任
し
て
い
ま

す
。渋
沢
栄
一
の
姻
戚
で
第
一
銀

行
常
務
、渋
沢
倉
庫
社
長
・
会
長

を
歴
任
し
た
八
十
島
親
義
氏
が
、

１
９
４
９
（
昭
和
24
）年
、戦
後
の

高
尾
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
営
業
再

開
に
あ
た
り
当
社
監
査
役
に
４
年

間
就
任
し
、時
を
経
て
１
９
７
７

（
昭
和
52
）年
に
は
会
長
に
就
任
し

て
い
る
こ
と
と
、私
が
現
在
の
職

に
あ
る
こ
と
は
、論
語
の
ご
縁
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

他
大
学
へ
の
進
学
も
視
野
に
入

れ
人
並
み
に
受
験
勉
強
を
し
て
い

た
高
校
３
年
の
夏
休
み
に
家
計
が

非
常
に
逼
迫
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、急
遽
進
路
を
就
職
に
変
更
し

ま
し
た
。自
ら
決
断
し
た
こ
と
と

は
い
え
、そ
の
失
望
感
は
大
き
く
、

こ
の
時
が
人
生
最
大
の
分
岐
点
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。証
券
会
社

に
就
職
が
決
ま
り
、夜
間
の
大
学

総
務
人
事
私
立
大

助
金
等
の
業
務
を
４

ま
し
た
が
、１
９
９

年
４
月
、教
育
関
係

お
誘
い
も
あ
っ
て

ら
４
年
制
大
学
に
改

新
た
に
ス
タ
ー
ト

な
っ
た
八
王
子
市
滝

純
心
女
子
大
学
（
現

心
大
学
）に
移
り
ま

と
の
関
係
は
こ
こ
か

す
。東
京
純
心
女
子

学
運
営
、財
務
、人
事

広
報
、生
涯
学
習
等

当
し
ま
し
た
。そ
の

同
様
に
少
子
化
の
影

生
き
残
り
を
か
け
た

注
力
し
、経
営
者
の

性
と
、自
身
の
や
り

を
強
く
感
じ
は
じ

れ
ず
他
界
し
た
父
の

て
高
野
山
の
宿
坊
で

ご
し
ま
し
た
。そ
し

読

終

知
っ
た
主
任
教
授
か
ら
近
世
国
文

学
の
研
究
を
進
め
ら
れ
、近
松
門

左
衛
門
を
中
心
と
し
た
劇
文
学
専

攻
へ
と
変
更
し
ま
し
た
。余
談
で

す
が
、同
じ
教
授
の
も
と
で
近
世

国
文
学
を
専
攻
し
た
昼
間
部
の
３

年
後
輩
に
、八
王
子
市
議
会
議
員

の
梶
原
幸
子
氏
が
い
た
こ
と
を

知
っ
た
の
は
昨
年
の
こ
と
で
す
。

職
歴
と
し
て
は
、大
学
卒
業
の

１
９
８
４
（
昭
和
59
）年
に
財
団

法
人
東
京
都
私
立
学
校
教
育
振
興

会(

現
在
の
東
京
都
私
学
財
団)

に

就
職
し
ま
し
た
。在
職
11
年
間
で

担
当
し
た
業
務
は
、教
職
員
の
研

究
助
成
、学
校
経
営
者
研
修
、事
務

長
研
修
、海
外
帰
国
子
女
に
関
す

る
教
育
調
査
、教
育
振
興
会
の
財

務
、役
員
会
運
営
等
で
、そ
の
内
の

１
年
間
は
日
本
大
学
本
部
財
務
部

主
計
課
で
学
校
法
人
の
予
算
決

算
、各
学
部
と
各
高
等
学
校
の
財

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

す
る
文
人
墨
客
が
学
び
、多
く
の

教
育
者
を
世
に
輩
出
し
て
き
ま
し

た
。道
徳
経
済
合
一
説
を
提
唱
し

て
合
本
主
義
を
実
践
し
、『
論
語
と

算
盤
』を
著
し
た
渋
沢
栄
一
は
１

９
１
９
（
大
正
８
）年
に
第
３
代

舎
長
に
、吉
田
茂
は
政
界
を
引
退

し
た
１
９
６
３
（
昭
和
38
）年
に

で
学
ぶ
こ
と
を
選
択
し
た

会
社
と
独
身
寮
と
の
中
間

あ
っ
た
東
洋
大
学
の
文
学

学
科
（
夜
間
）に
進
み
、昼

活
が
始
ま
り
ま
し
た
。大

初
め
国
文
法
を
専
攻
し

が
、既
に
私
が
主
な
古
典

品
を
読
み
終
え
て
い
た

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

ま
し
た
。八
王
子

か
ら
始
ま
り
ま

子
大
学
で
は
、大

事
の
ほ
か
入
試

等
の
業
務
を
担

の
後
、他
大
学
と

影
響
を
受
け
て

た
大
学
改
革
に

の
判
断
の
重
要

り
尽
く
し
た
感

め
た
頃
、人
知

の
供
養
を
兼
ね

で
数
日
間
を
過

し
て
高
野
山
か

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

）））））
金金金金金
（（
６６６
（
・６
2
・
11
・
2
・
９９９
１
９

００００
２

2

２２２
務
分
析
を
担
当
し
ま
し
た
。そ
の

後
、恩
師
で
あ
っ
た
二
松
学
舎
大

学
附
属
高
等
学
校
長
の
佐
佐
木
鍾

三
郎
先
生
が
学
校
法
人
二
松
学
舎

の
理
事
長
に
就
任
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
教
育
振
興
会
を
退
職
し
て

二
松
学
舎
に
移
り
、法
人
本
部
で

総
務
、人
事
、私
立
大
学
経
常
費
補

た
私
は
、

間
地
点
に

学
部
国
文

昼
夜
の
生

学
で
は

ま
し
た

文
学
作

こ
と
を

２
０
１
９
・
12
・６
（
金
）

 　 　　　　

  

　

 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

 

　

　

　
　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

 

　

　

　

大
学
経
常
費
補

４
年
間
担
当
し

９
６
（
平
成
８
）

係
者
等
か
ら
の

、短
期
大
学
か

改
組
転
換
し
て

ト
す
る
こ
と
に

滝
山
町
の
東
京

現
在
は
東
京
純



 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

令和元年12月13日 疾病予防と治療月間

に
社
長
に
就
任
し
た
私
は
前
述

の
渋
沢
栄
一
が
提
唱
し
た
『
論
語

と
算
盤
』を
経
営
理
念
と
し
て
い

ま
す
。論
語
と
算
盤
と
は
、倫
理
観

に
基
づ
く
戦
略
の
実
践
に
よ
る
利

益
の
追
求
で
あ
り
、日
本
資
本
主

義
の
父
と
も
呼
ば
れ
た
渋
沢
栄
一

は
、経
済
の
発
展
に
は
論
語
す
な

わ
ち
倫
理
と
、算
盤
す
な
わ
ち
利

益
の
両
立
が
大
切
で
あ
る
と
説
き

ま
し
た
。こ
れ
が
道
徳
経
済
合
一

説
で
す
。具
体
的
に
は
、利
益
も
競

争
も
貴
び
善
用
す
る
こ
と
、信
用

こ
そ
が
全
て
の
も
と
で
あ
る
こ

と
、そ
し
て
ひ
た
す
ら
誠
実
に
努

力
し
て
道
を
切
り
開
い
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
し
、マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
必
要
性
を
提
唱
し
ま
し

た
。ま
た
、多
く
の
人
や
社
会
全
体

の
利
益
に
な
る
仕
事
を
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
考
え
方
を
、事
業
を

行
う
う
え
で
の
見
識
と
し
ま
し

た
。企
業
に
と
っ
て
重
要
な
コ
ー

ま
た
「
過
去
に
は
感
謝
を
現

在
に
は
信
頼
を
。未
来
に
は
希
望

を
。」と
い
う
言
葉
を
会
社
運
営
の

原
拠
に
し
て
い
ま
す
。当
社
は
再

来
年
の
９
月
に
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
ま
す
が
、そ
の
歴
史
は
戦

前
の
多
く
の
困
難
を
礎
と
し
て
地

域
観
光
開
発
に
邁
進
し
て
き
た
歴

史
で
あ
り
、先
人
た
ち
の
苦
労
と

尽
力
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
試
練
を

乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。で
す
か

ら
過
去
に
は
感
謝
し
、現
在
会
社

で
働
く
従
業
員
同
士
、関
係
企
業
、

そ
し
て
お
客
様
と
の
深
い
信
頼
関

係
を
築
き
、未
来
に
希
望
が
持
て

る
会
社
に
す
る
た
め
に
、私
自
身

も
従
業
員
と
と
も
に
成
長
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、実
演
者

と
し
て
日
本
舞
踊
協
会
会
員
、一

中
節
（
い
っ
ち
ゅ
う
ぶ
し
）と
い

う
古
い
浄
瑠
璃
の
太
夫
と
い
う
一

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

ら
帰
宅
し
た
翌
日
、以
前
か
ら
大

学
行
事
の
関
係
で
面
識
の
あ
っ
た

当
社
の
大
野
彰
会
長
（
当
時
は
専

務
）か
ら
電
話
が
あ
り
、そ
の
後
転

職
の
話
が
進
ん
で
２
０
０
７
（
平

成
19
）年
８
月
に
当
社
に
入
社
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。高
野
山

か
ら
高
尾
山
へ
と
い
う
流
れ
は
弘

法
大
師
の
お
導
き
に
違
い
な
い
と

感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

２
０
１
７
（
平
成
29
）年
６
月

に
社
長
に
就
任
し
た
私
は
、前
述

ポ
レ
ー

治
）、内

社
会
的

を
辿
れ

行
き
着

年
以
上

５
）年

盤
』と

に
も
通

し
た
渋

ば
か
り

ま
た

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

面
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、一
中
節

の
人
間
国
宝
で
師
匠
で
も
あ
る
家

元
宇
治
紫
文
師
と
２
０
０
１
（
平

成
13
）年
度
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
古
典
芸
能

鑑
賞
会
に
出
演
し
た
の
を
最
後
に

主
だ
っ
た
活
動
は
休
止
し
て
い
ま

す
。ま
た
、文
芸
、美
術
、音
楽
、演

劇
な
ど
の
芸
術
鑑
賞
と
中
国
古
美

術
の
収
集
を
趣
味
と
し
て
、妻

娘
、母
と
４
人
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。私

が
高
校
に
進
学
す
る
時
、書

ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
企
業
統

内
部
統
制
、Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の

的
責
任
）等
の
要
件
は
、も
と

れ
ば
こ
の｢

論
語
＝
倫
理｣

に

着
く
も
の
で
あ
り
、１
０
０

上
も
前
の
１
９
１
６
（
大
正

に
著
さ
れ
た
『
論
語
と
算

い
う
論
説
に
よ
っ
て
、現
代

通
じ
る
経
営
の
本
質
を
提
唱

渋
沢
栄
一
の
慧
眼
に
は
驚
く

り
で
す
。

た
、「
過
去
に
は
感
謝
を
。現

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

の
で
あ

」
言
わ
れ
ま

た

金
子
先
生
の
言
葉
ど
お
り
に
な

て
い
な
い
今
の
自
分
を
恥
ず
か
し

く
思
い
ま
す
が
、幼
少
期
か
ら
の

様
々
な
体
験
と
論
語
の
教
え
を
通

し
て
、人
の
内
面
を
理
解
す
る
と

い
う
こ
と
と
、自
分
自
身
を
強
く

生
き
る
と
い
う
こ
と
だ
け
は
で
き

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

論
語
と

算
盤

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

ましたいい願おを力協ごの様皆の員会。すで始開備準よ
しまれさ認承てに会総次年の後了終会例）金（日6月21

へ備準航出丸
能にま演美妻、ま

私
が
高
校
に
進
学
す
る
時
書

道
の
師
で
あ
っ
た
創
玄
書
道
会
の

金
子
聴
松
先
生
は
私
に
、「
君
は
将

来
欅
の
よ
う
な
大
木
に
な
り
な
さ

い
。杉
は
成
長
は
早
い
が
根
が
浅

い
の
で
ぱ
っ
た
り
と
倒
れ
る
。欅

は
上
に
一
尺
伸
び
れ
ば
下
に
も
一

尺
伸
び
る
。し
た
が
っ
て
堅
実
な

の
で
あ
る
。」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

子

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

年半が丸子金
次てに会事理

5第
次

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

プ 新 国 社 職 副■ 会

よいよいてけ向に航出の後年
1、し定決が員役・事理度年次

長会代55
度年 子金

ーリターロ西子王八京東度年1202～020

たっしの通とくき
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原

長
員
委
報
広

己
吉

杉
小

長
員
委
族
家
・
睦
親

治
誠

川
西

長
員
委
ム
ラ
グ
ロ
プ

覚

口
山

長
員
委
代
世
新

探

花
立

長
員
委
仕
奉
際
国

勝

島
松

長
員
委
仕
奉
会
社

健

本
蔵

02
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長
員
委
仕
奉
業
職

明
俊

本
山

郎
一
啓

原
事
幹
副

事
理
■

久
昭

井
石

督
監
場
会

也
晋

村
中事
幹

正

田
倉計
会

志
孝

沢
小
長
会
副

元
浩

森
石

長
会
前
直

二
裕

子
金長
会

員
役
■

 　 　　　　

　

　

　　

　

 　  　

　
　    

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　



 　 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　　　　　　　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  

　 

　

　

　　　　

　
　

　　　　　　　　　　　

　

　　

　　

　

　

　

  　  　
　

  　

　  　 　 　 　 　 　 　

  　

　　　　

令和元年12月13日 疾病予防と治療月間

結◇◇◆

の
つ
ど
い
」が
赤
坂
区
民
ホ

ル
で

開
催
。是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
来
年
５
月
17
日
（
日
）あ
な
た
の

ロ
ー
タ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
。

協
賛
プ
ラ
ン
は
Ａ
４
０
０
０
円
か

ら
特
別
協
賛
１
０
０
万
円
ま
で

あ
り
ま
す
。ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。Ａ
プ
ラ
ン

で
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
が
１
枚
受
け
取
れ

ま
す
。こ
れ
と
は
別
に
、タ
イ
の
浄

水
器
設
置
事
業
視
察
と
式
典
に

行
く
際
、東
京
八
王
子
西
Ｒ
Ｃ
メ

ン
バ
ー
は
こ
の
お
揃
い
の
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
で
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
淺
田
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
、千
葉
台
風

19
号
被
害
と
首
里
城
火
災
に
対

す
る
義
捐
金
の
お
願
い
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。理
事
会
に
て
審
議
し
、

予
納
金
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０

円
ず
つ
、お
一
人
当
た
り
１
０
０

０
円
を
寄
付
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

8

6
％
に
修
正
し
ま
す

◇
ニ
コ
ニ
コ
発
表

西
川
財
務
委
員

◇
会
長
挨
拶

石
森
浩
元
会
長

＊
今
年
は
紅
葉
の
前
の
黄
色
い
ま
ま

の
落
ち
葉
が
目
立
ち
ま
す
。

＊
明
日
は
気
温
が
下
が
り
、積
る
心

配
は
な
さ
そ
う
で
す
が
雪
が
降
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、十
分
お

気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

＊
来
週
の
例
会
の
次
は
年
忘
れ
家

族
例
会
で
す
。年
内
の
例
会
は
あ

と
２
回
で
す
の
で
ご
出
席
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
本
日
は
例
会
終
了
後
に
年
次
総

会
が
あ
り
ま
す
し
、月
初
の
例
会

と
い
う
こ
と
で
三
祝
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、挨
拶
は
こ
の
へ
ん
で
終
わ

り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
幹
事
報
告

神
辺
和
幸
幹
事

＊
本
日
ポ
ス
ト
の
方
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
２
種
類
配
付
い
た
し
ま
し
た
。

・
来
年
６
月
７
日
の
ガ
バ
ナ
ー
ナ
イ
ト

案
内
。ご
参
加
さ
れ
る
方
は
事
務
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報

会
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◇
神
辺
幹
事
・
船
江
会
員

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ピ
ー
チ
楽

に
し
て
お
り
ま
す
。

◆
鈴
木
重
春
・
こ
の
た
び
は

通
夜
告
別
式
に
ご
参
列
い

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

ざ
い
ま
し
た
。

◆
樫
﨑
・
誕
生
日
祝
い
を
い

き
ま
す
の
で
。

◇
森
・
誕
生
祝
あ
り
が
と
う

い
ま
す
。

◇
金
子
・
次
年
度
の
理
事

候
補
が
決
ま
り
ま
し
た

く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
委
員
会
報
告

市
川

隆
国
際
奉
仕
委
員
長
・

関

和
之
職
業
奉
仕
委
員
長

三
祝
（
敬
称
略
）

会
員
誕
生
祝

樫
﨑
博
、森
明
、田
辺
隆
一
郎
、髙

橋
光
康
、平
沼
北
斗
、笠
井
豊
、

大
田
吉
彦
、渕
上
安

会
員
令
夫
人
誕
生
祝

城
所
敬
子
様
、山
田
美
代
様
、榊

田
和
加
子
様
、伊
藤
彩
子
様
、池

田
あ
ゆ
み
様
、笠
井
和
美
様
、立

花
章
子
様
、山
本
淳
子
様
、船
江

綾
子
様

局
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
来
年
２
月
24
日
・
25
日
に
地
区
大

会
案
内
。24
日
夕
方
に
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ナ
イ
ト
、25
日

13
時

よ
り
本
会
議
開
催
。追
っ
て
ご
案

内
い
た
し
ま
す
が
、25
日
の
朝
は

バ
ス
で
新
高
輪
へ
向
か
い
午
前
中

に
到
着
、そ
の
後
各
自
お
昼
を

取
っ
て
い
た
だ
き
、13
時
か
ら
の
本

会
議
に
ご
出
席
と
い
う
形
に
な
り

ま
す
。

＊
来
年
３
月
27
日
（
金
）13
：
00
〜

16
：
30
地
区
の
「
第
７
回
奉
仕

の
つ
ど
い
」が
赤
坂
区
民
ホ
ー
ル
で

◇
司
会
野
口
文
男
会
場
監
督

◇
開
会
点
鐘

石
森
浩
元
会
長

◇
君
が
代
斉
唱

◇
Ｒ
ソ
ン
グ
奉
仕
の
理
想

◇
食
事
と
交
歓

１
０
０
万
ド
ル
の
食
事

◇
出
席
報
告

橋
本
出
席
委
員
長

会
員
１
０
９
名
中
76
名
出
席
。

出
席
率
78
・
35
％
。前
々
回
11
月

22
日
の
出
席
率
67
・
35
％
を

83
・
67
％
に
修
正
し
ま
す
。

例
第
２
５
７
９
回
●
２
０
１
９
・
12
・
６
（
金
）

 　 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　　　　　　　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  

　 

　

　

　　　　

　
　

　　　　　　　　　　　

　

　　

　　

　

　

　

  　  　
　

  　

　  　 　 　 　 　 　 　

  　

　　　　

く
お
願
い
し
ま
す

◇
大
田
・
結
婚
祝
い
有
難
う
御
座

い
ま
し
た
。ま
た
、今
月
誕
生
祝

を
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
秋
間
正
好
・
お
誕
生
日
の
お
祝

い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
中
村
・
次
年
度
の
理
事
・
役
員

候
補
者
が
理
事
会
を
通
り
ま
し

た
。全
員
協
議
会
で
の
御
承
認

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
平
沼
・
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
池
田
・
妻
の
誕
生
祝
を
い
た
だ

き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

◇
笠
井
・
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
渕
上
・
今
月
65
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ま
す
。お
祝
い
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
的
田
・
今
月
結
婚
記
念
日
の
お

花
を
頂
き
ま
す
。船
江
さ
ん
の

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ピ
ー
チ
楽

綾
子
様

結
婚
記
念
祝
（
敬
称
略
）

的
田
健
司
、船
江
栄
次
、八
木
知

祥
、小
林
秀
司

◇
ス
ピ
ー
カ
ー
紹
介

樫
﨑

博
会
員

ス
ピ
ー
カ
ー

船
江
栄
次
会
員

テ
ー
マ

「
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・ス
ピ
ー
チ
」

◇
閉
会
点
鐘

石
森
浩
元
会
長

年
次
総
会

次
年
度
理
事
役
員
承
認
に
つ
い

て
、収
支
中
間
報
告

満
場
一
致
で
承
認

◆
石
森
会
長
・
本
日
は
船
江
会
員

の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ピ
ー

チ
で
す
。宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

o/

東京八王子西ロータリークラブ
〒192-0083 東京都八王子市旭町14番1号 京王プラザホテル八王

TEL.042-649-3751 FAX.042-649-3753

http: //www hachiojji west rc org

●
２
０
１
９
・
12
・
６
（
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）

 　 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　　　　　　　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  

　 

　

　

　　　　

　
　

　　　　　　　　　　　

　

　　

　　

　

　

　

  　  　
　

  　

　  　 　 　 　 　 　 　

  　

　　　　

の
イ
ニ

楽
し
み

は
葬
儀
・

い
た
だ

と
う
ご

い
た
だ

う
ご
ざ

・
役
員

た
。宜
し

アイデアを拡げよう : www.rotary.org

王子 8F
（
順
不
同
・
会
員
敬
称
略
）

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

◇
山
本
俊
明
・
三
祝
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

◇
船
江
・
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス

ピ
ー
チ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

 　 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　　　　　　　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  

　 

　

　

　　　　

　
　

　　　　　　　　　　　

　

　　

　　

　

　

　

  　  　
　

  　

　  　 　 　 　 　 　 　

  　

　　　　

皆様の投稿をお待ちしております。お気軽にお寄せください。

o/http: //www.hachiojji-west-rc.org
幹事 神辺 和幸

広報委員会 浅川 立憲 小林 孝行 原 巌 小杉 吉己

会長 石森 浩元

  
 

     

  

　
　　　　　 　 　
　
　　　　　

　

 

  
 

     

  

　
　　　　　 　 　
　
　　　　　

　

 

  
 

     

  

　
　　　　　 　 　
　
　　　　　

　

 

  
 

     

  

　
　　　　　 　 　
　
　　　　　

　

 

  
 

     

  

　
　　　　　 　 　
　
　　　　　

　

 

  
 

     

  

　
　　　　　 　 　
　
　　　　　

　

 

  
 

     

  

　
　　　　　 　 　
　
　　　　　

　

 

  
 

     

  

　
　　　　　 　 　
　
　　　　　

　

 

  
 

     

  

　
　　　　　 　 　
　
　　　　　

　

 

  
 

     

  

　
　　　　　 　 　
　
　　　　　

　

 




